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(54)【発明の名称】 アクティブマトリクス型液晶表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置の消費電力低減と装置信頼性の
向上。
【解決手段】  アクティブマトリクス型液晶表示装置に
おいて、いずれの画素ＴＦＴ１０も選択されていない水
平又は垂直帰線期間などの非表示期間中において、対向
電極の電圧を変動させ、表示データの振幅を大きくしな
くとも液晶に十分な電圧を印加して装置消費電力の低減
を図る。また、対向電極電圧の変動時には、表示期間に
おいて各画素ＴＦＴに表示データを供給するデータライ
ン２２に対し、変動緩和電圧ＶMを印加し、対向電極の
電圧変動によってデータライン２２の電位が変動してデ
ータライン２２に表示データを出力するためのスイッチ
Ｈswに大きな逆バイアスがかかることを防止する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１及び第２基板間に液晶が封入され、
前記第１基板には、マトリクス配置される画素にそれぞ
れ対応して設けられたスイッチング素子及びこれに接続
された画素電極と、前記スイッチング素子を順次選択す
るための選択ラインと、接続される前記スイッチング素
子に表示データを供給するデータラインと、を有し、
前記第２基板には、前記第１基板の各画素電極とで液晶
を制御する対向電極を備えるアクティブマトリクス型液
晶表示装置の駆動方法であり、
対向電極に印加する対向電極電圧を所定周期で変動さ
せ、
前記対向電極電圧の変動時に、前記データラインに対し
変動緩和電圧を印加することを特徴とするアクティブマ
トリクス型液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】  請求項１に記載のアクティブマトリクス
型液晶表示装置の駆動方法において、
前記対向電極電圧の変動と前記データラインの前記変動
緩和電圧の印加は、垂直帰線期間又は水平帰線期間のい
ずれか又は両方の期間中に行うことを特徴とするアクテ
ィブマトリクス型液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】  請求項２又は請求項３のいずれかに記載
のアクティブマトリクス型液晶表示装置の駆動方法にお
いて、
前記変動緩和電圧は、前記表示データの中心電圧である
ことを特徴とするアクティブマトリクス型液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項４】  第１及び第２基板間に液晶が封入され、
前記第１基板には、マトリクス配置される画素にそれぞ
れ対応して設けられたスイッチング素子及びこれに接続
された画素電極と、前記スイッチング素子を順次選択す
るための選択ラインと、接続される前記スイッチング素
子に表示データを供給するデータラインと、を有し、
前記第２基板には、前記第１基板の各画素電極とで液晶
を制御する対向電極を備えるアクティブマトリクス型液
晶表示装置の駆動回路であり、
さらに、対向電極に印加する対向電極電圧を所定周期で
変動させる対向電極制御部と、
前記対向電極電圧の変動時に、前記データラインに変動
緩和電圧を印加するためのデータライン電圧制御部と、
を備えることを特徴とするアクティブマトリクス型液晶
表示装置の駆動回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、アクティブマト
リクス型液晶表示装置における対向電極の交流駆動に関
する。
【０００２】
【従来の技術】アクティブマトリクス型液晶表示装置
は、各画素に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：thin film tr
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ansistor）などのスイッチ素子を備え、このスイッチ素
子を介して各画素電極に表示データを供給し、画素電極
と液晶を挟んで対向する対向電極（共通電極）と、該画
素電極とによって画素ごとに液晶の配向を制御する。
【０００３】液晶表示装置は、本来的に消費電力が低い
ものの、表示装置の搭載される携帯情報機器などにおい
て低消費電力の要求が非常に強い。従って、これらに搭
載される液晶表示装置もさらなる低消費電力化が望まれ
ている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】画素電極と対向電極と
の間に印加する液晶駆動電圧を低下させることができれ
ば、装置消費電力の低減に役立つ。しかし、液晶の配向
を確実に制御するという観点から、現時点において、十
分な電圧を液晶に印加することが要求されることが多
く、それほど液晶印加電圧を下げることはできない。従
って、液晶表示装置において液晶への印加電圧に変更な
く、また表示品質や装置信頼性を損なうことなく消費電
力を低減させることのできる手段が必要である。
【０００５】上記課題を解決するために、この発明は、
装置消費電力の低減を図るとともに、液晶に必要十分な
電圧を印加することの可能なアクティブマトリクス型液
晶表示装置を実現することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
にこの発明は、以下のような特徴を有する。
【０００７】即ち、本発明は、第１及び第２基板間に液
晶が封入され、前記第１基板には、マトリクス配置され
る画素にそれぞれ対応して設けられたスイッチング素子
及びこれに接続された画素電極と、前記スイッチング素
子を順次選択するための選択ラインと、接続される前記
スイッチング素子に表示データを供給するデータライン
と、を有し、前記第２基板には、前記第１基板の各画素
電極とで液晶を制御する対向電極を備えるアクティブマ
トリクス型液晶表示装置の駆動方法であり、対向電極に
印加する対向電極電圧を所定周期で変動させ、前記対向
電極電圧の変動時に、前記データラインに対し変動緩和
電圧を印加することを特徴とする。
【０００８】本発明の他の特徴は、第１及び第２基板間
に液晶が封入され、前記第１基板には、マトリクス配置
される画素にそれぞれ対応して設けられたスイッチング
素子及びこれに接続された画素電極と、前記スイッチン
グ素子を順次選択するための選択ラインと、接続される
前記スイッチング素子に表示データを供給するデータラ
インと、を有し、前記第２基板には、前記第１基板の各
画素電極とで液晶を制御する対向電極を備えるアクティ
ブマトリクス型液晶表示装置の駆動回路であり、さら
に、対向電極に印加する対向電極電圧を所定周期で変動
させる対向電極制御部と、前記対向電極電圧の変動時
に、前記データラインに変動緩和電圧を印加するための
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3
データライン電圧制御部と、を備えることである。
【０００９】通常、アクティブマトリクス型液晶表示装
置では、対向電極に一定の共通電圧Ｖｃｏｍを印加し、
各画素電極に印加する表示データ電圧の上記共通電圧Ｖ
ｃｏｍに対する極性を所定周期毎に反転させることで液
晶を交流駆動している。これに対し、本発明では、対向
電極電圧を周期的に変動させる、つまり、交流駆動す
る。このため、所定基準に対して極性を反転させる表示
データの振幅を大きくすることなく液晶への印加電圧を
十分確保する。さらに、対向電極電圧を変動させる際
に、データラインに変動緩和電圧を印加することで、容
量カップリングにより、データラインの電位が対向電極
電位の変動によって大きく変動することを抑制してい
る。アクティブマトリクス型液晶表示装置において、第
１基板上に形成されるデータラインは、間に液晶を挟ん
で対向電極と向き合うようにレイアウトされることが多
い。このため、回路的にみると、データラインには、対
向電極との間に形成される寄生容量が接続されており、
対向電極電圧が変動すると、その変化に応じてデータラ
イン上の電位が変動する可能性がある。特に、対向電極
電圧の変動は、垂直帰線期間や水平帰線期間など、画素
の非選択期間中に実行するが、この期間、画素が選択さ
れていないので、データラインは表示データ供給源から
電気的に切り離された状態にあるため、対向電極電圧が
変動すると、これに応じて電位が変動しやすくなる。高
密度実装や液晶の低電圧駆動が進む中で、表示装置の駆
動回路に採用されるスイッチ素子は、その素子サイズが
小さくなり、その耐圧は小さくなる傾向にある。そし
て、この現象は、表示データ供給源とデータラインとの
間に設けられる、データラインへの表示データを出力す
る表示データ出力スイッチについても例外ではない。従
って、データラインの電位が対向電極電位の変動によっ
て大きく変動すると、この出力スイッチに大きな逆バイ
アスがかかることとなり、この出力スイッチが劣化する
などの不具合を発生する可能性がある。本発明では、こ
のように対向電極電圧が変動しても、その際、データラ
インに対して変動緩和電圧を印加することで、対向電極
電位の変動によるデータラインの電位の変化を抑制す
る。よって、上記のような表示データ出力スイッチの劣
化防止を可能としている。
【００１０】また、本発明において、前記変動緩和電圧
は、前記表示データの中心電圧とすることができる。こ
のような中心電圧とすれば、回路負担を増大させること
なくかつ、表示データ出力スイッチの劣化防止が確実と
なる。また、データラインに出力される表示データは、
所定周期で上記中心電圧に対して極性が反転しており、
画素の非選択時にデータラインの電圧が中心電圧となっ
ても反転動作の遅延にはつながらず、また表示品質に悪
影響を及ぼさない。
【００１１】
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【発明の実施の形態】以下、図面を用いてこの発明の好
適な実施の形態（以下実施形態という）について説明す
る。
【００１２】図１は、この発明の実施形態に係るアクテ
ィブマトリクス型液晶表示装置の全体構成を示し、図２
は、表示パネルの駆動ＩＣ１００の構成を示している。
【００１３】液晶表示パネル２００は、それぞれ例えば
ガラス基板からなる第１及び第２基板が所定ギャップ隔
てて貼り合わされ、間隙に液晶が封入されて構成されて
いる。アクティブマトリクス型液晶表示パネルでは、第
１基板側にマトリクス状に配置された画素電極、画素電
極にそれぞれ接続されたスイッチング素子（ここでは、
薄膜トランジスタ：ＴＦＴ）１０が形成されており、さ
らに、このＴＦＴを順次選択する選択ライン（ゲートラ
イン）１２、選択されたＴＦＴに表示データを供給する
データライン２２が設けられている。各画素ごとに形成
された画素電極は、液晶を挟んで第２基板側に形成され
た対向電極（共通電極）との間で液晶容量Ｃlcを構成
し、各ＴＦＴ１０を介して印加される表示データ電圧
と、対向電極電圧との電位差（交流）に応じて液晶の配
向を制御し、画素ごとの表示を行う。なお、画素部ＴＦ
Ｔ１０と、液晶容量Ｃlcとの間には保持容量Ｃscが接続
されており、１表示期間（１垂直走査期間）中、画素電
極電圧を維持している。
【００１４】ここで、薄膜トランジスタとして、能動層
に多結晶シリコン（ポリシリコン：ｐ－Ｓｉ）を用いた
ｐ－ＳｉＴＦＴは、画素部スイッチ素子だけでなく、ド
ライバ部を構成する各トランジスタを構成することがで
きる。
【００１５】本実施形態では、このｐ－ＳｉＴＦＴを採
用し、図１に示すように第１基板上に、画素部ｐ－Ｓｉ
ＴＦＴ１０のほか、水平方向（Ｈ）ドライバ２２０、Ｈ
ドライバ２２０からのデータ出力タイミングを制御する
データ出力スイッチＨsw及び後述する変動緩和電圧出力
スイッチ（以下緩和電力出力スイッチ）Ｍsw、そしてゲ
ートライン１２に順次選択信号を出力する垂直方向
（Ｖ）ドライバ２１０が形成されている。
【００１６】駆動ＩＣ１００は、図２に示すような構成
を備えており、アナログ表示データ（カラー表示の場合
Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）、Ｖドライバ２１０及びＨドライバ
２２０駆動用の各種タイミング信号、対向電極電圧信号
Ｖｃｏｍ等を作成し、これを液晶表示パネル２００に対
して出力する。
【００１７】以下に図２を参照して、この駆動ＩＣ１０
０の構成について説明する。シリアルパラレル変換回路
１０２は、シリアル入力される例えば８ビットのデジタ
ルビデオ信号をパラレルデータに変換し、ＲＧＢマトリ
クス回路１０４は、変換回路１０２から供給されるコン
ポジットデジタルビデオデータからＲ，Ｇ，Ｂ原色のデ
ジタルデータを再生する。サンプルホールド回路１０６
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5
は、このＲ，Ｇ，Ｂデジタルデータをサンプリングし、
補正回路１０８がＲ，Ｇ，Ｂデータそれぞれに対してコ
ントラスト、ブライト及びガンマ補正を行って対応する
デジタルアナログ変換回路（ＤＡＣ）１１０に出力す
る。ＤＡＣ１１０においてアナログ信号に変換された
Ｒ，Ｇ，Ｂビデオ信号は、それぞれオペアンプ１１２に
て増幅され、アナログのＲ，Ｇ，Ｇ表示データとしてパ
ネル２００のビデオラインに出力される。
【００１８】駆動ＩＣ１００は、さらに、ＣＰＵインタ
ーフェース（Ｉ／Ｆ）回路１２０と、タイミングコント
ローラ（Ｔ／Ｃ）１６０を備え、また場合によってＶＣ
Ｏ１８０を内蔵する。Ｔ／Ｃ１６０は、マスタークロッ
クMCLK、水平同期信号Hsync、垂直同期信号Vsync等のタ
イミング信号に基づき、ＶＣＯ１８０からのクロックを
利用し、後述する変動緩和制御信号Ｍｃの他、図１のＶ
ドライバ２１０やＨドライバ２２０の動作に必要なパネ
ル制御信号（タイミング信号）を作成し、また、上述の
ビデオ信号処理系の各回路に必要なタイミング信号を作
成して供給する。さらに、このＴ／Ｃ１６０は、対向電
極制御部を構成し、対向電極電圧信号（Ｖｃｏｍ）を所
定周期で反転させるためのＶｃｏｍ反転制御信号COM-FR
Pを発生し、以下に説明するアナログスイッチ１４０に
出力する。
【００１９】Ｉ／Ｆ回路１２０は、図示しないＣＰＵか
ら送出される命令を受け取ってこれを解析し、ここでは
それぞれデジタルの対向電極駆動信号（Ｖｃｏｍ）及び
変動緩和電圧信号（ＶM）を出力する。ＤＡＣ１２２
は、デジタル変動緩和電圧信号をアナログ変換し、オペ
アンプ１２４で増幅して表示パネル２００に出力する。
Ｉ／Ｆ回路１２０から出力されるそれぞれ異なる極性の
デジタル対向電極電圧信号はＤＡＣ１３０及び１３４で
アナログ信号に変換され、第１及び第２オペアンプ１３
２及び１３６で増幅される。そして、Ｔ／Ｃ１６０から
のＶｃｏｍ反転制御信号に応じてアナログスイッチ１４
０は、交互に第１及び第２オペアンプ１３２及び１３６
の一方を選択し、これによりアンプ１３２又は１３６の
選択された一方の出力がＶｃｏｍ出力端子に供給される
こととなる。
【００２０】図３は、データライン上の表示データ信号
波形と対向電極上の電圧波形との関係を示している。上
述のようなＴ／Ｃ１６０からの制御信号に基づいて、図
１のＶ及びＨドライバ２１０及び２２０が制御され、各
画素ＴＦＴ１０が１行毎に順次選択され、選択されたＴ
ＦＴ１０を介して、対応するデータラインに出力されて
いる表示データ信号が画素電極に印加される。液晶は、
その焼き付き防止のために所定周期で印加電圧の極性を
反転して交流駆動する必要があり、本実施形態では、１
水平走査期間（１Ｈ）毎に表示データの電圧レベルを反
転するいわゆるライン反転駆動を採用している。但し次
フレームにおいて同一ラインは逆極性が印加される。こ
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のようなライン反転駆動の場合、図１のパネル上、所定
位置での１のデータラインにおける電位を見ると、図３
に示すように１Ｈ毎に表示データがビデオセンタ電圧Ｖ
cに対して極性反転する。
【００２１】本実施形態では、図３に示すように、上記
表示データの１Ｈ反転駆動に加え、対向電極電圧（Ｖｃ
ｏｍ）についても周期的に反転させている。液晶は、上
述のように対向電極の電位と各画素電極に書き込まれる
表示データの電位との電位差によって駆動される。通
常、対向電極電圧はビデオセンタＶｃに固定されるが、
対向電極電圧を例えば表示データと同じ１Ｈ毎に反転さ
せることにより、表示データ信号の振幅を小さくして
も、対向電極電圧Ｖｃに固定したときと同じ電圧を液晶
に印加することが可能となり、装置表示電力低減に有利
である。
【００２２】このような対向電極電圧の反転は、１水平
走査期間の内の水平帰線期間さらに１垂直走査期間内の
垂直帰線期間などの、非表示期間に行われ、実際に液晶
に印加される電圧の中心電圧Ｖrcを基準に反転する。
【００２３】非表示期間には、通常、Ｖドライバ２１０
及びＨドライバ２２０からの出力は停止している。ここ
で、図１に示すようにＨドライバ２２０とデータライン
２２との間にはデータ出力スイッチＨswが設けられてお
り、非表示期間にはこのスイッチＨswの全てはオフ制御
されている。従って、非表示期間、全データライン２２
は、電気的に切り離された状態にある。また、液晶表示
パネル２００では、データライン２２は、第１基板側に
画素電極と並ぶように形成され、液晶を挟んで第２電極
側の対向電極との間には寄生容量が形成されることが多
い。従って、このようなデータライン２２が電気的に切
り離された状態である場合に、対向電極電圧Ｖｃｏｍが
反転すると、容量カップリングが発生して、データライ
ン２２の電位が対向電極電圧に応じて変動しやすくな
る。
【００２４】図３の波形（ａ）及び波形（ｂ）は、それ
ぞれ対向電極電圧の変動に応じて変動したデータライン
２２の電位を示している。例えば、対向電極電圧の反転
振幅値が３．５Ｖであるとすると、この対向電極電圧が
低下したとき、データライン２２の電位は、直前の電位
－３．５Ｖに急激に低下する。反対に対向電極電圧が上
昇したとき、データライン２２の電位は、それまでの電
位＋３．５Ｖに上昇する。つまり、データライン２２で
の電位の振幅は、表示データ信号の本来の振幅（例えば
１．７５Ｖ～５．２５Ｖ）に対し、対向電極電圧の変動
分だけさらに大きくなる（例えば－２．２５Ｖ～８．２
５Ｖ）。
【００２５】スイッチＨswは、ｐ－ｃｈ型ＴＦＴとｎ－
ｃｈ型ＴＦＴをソースドレイン共通で構成されており、
非表示期間には、この２つのＴＦＴのゲートにオフ電圧
を印加している。図４は、オフ制御時のスイッチＨswの
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7
状態を示している。対向電極電圧の変動によりデータラ
イン２２の電位が図３の（ａ）のように変化したときに
は、スイッチＨswの各部の電位状態は図４（ａ）から
（ｂ）へと移行する。スイッチＨswのｐ－ｃｈ型ＴＦＴ
についてみると、そのゲートとドレイン（データライン
側）との間に印加される逆バイアスは、対向電極電圧変
化前を示す図４（ａ）で５．２５Ｖであるのに対し、変
化後は図４（ｂ）のように１０．７５Ｖとなる。また、
図３の（ｂ）のようにデータライン２２の電位が変化し
たときには、スイッチＨswのｎ－ｃｈ型ＴＦＴのゲート
とソース（データライン側）との間の逆バイアスは、変
化前は図４（ｄ）のように５．２５Ｖであるのに対し、
変化後には図４（ｅ）には８．２５Ｖとなってしまう。
【００２６】一方で装置としては、低電圧駆動が進んで
おり、データ出力スイッチＨswについても、素子サイズ
は、小さくなり、その結果、耐圧は小さくなる傾向であ
り、このようなスイッチＨswにより大きな負荷がかかる
ことは、スイッチＨswの劣化等につながり表示品質を損
なうこととなって好ましくない。
【００２７】そこで、本実施形態では、図１に示す変動
緩和電圧出力スイッチＭswを設け、このスイッチを非表
示期間中の対向電極電圧の変動時に制御する。これによ
り対向電圧変動時、データライン２２を積極的に所定電
圧に固定、即ちデータライン２２を電気的に所定の電源
電圧に接続することで、データラインの電圧変動を緩和
する。電圧信号（変動緩和電圧）ＶMは、表示データの
振幅範囲内であればどのレベルでもスイッチＨswの負担
は小さくなるが、ビデオセンタＶｃの電圧とすれば、液
晶に不要な直流成分電圧を印加してしまうことなくデー
タライン２２の電位の変動を抑制できる。
【００２８】図４（ｃ）及び（ｆ）は、それぞれ、対向
電極電圧の変動時にビデオセンタＶｃ電圧（３．５Ｖ）
を印加したときのスイッチＨswの状態を示す。これらか
らもわかるように、ビデオセンタＶｃ電圧を印加するこ
とで、スイッチＨswにかかる逆バイアス電圧は対向電極
電圧を反転させないときと比べても小さくなっている。
【００２９】上記変動緩和電圧の印加タイミングは、非
表示期間内において、対向電極電圧の変動タイミングよ
り先でも後でもよいが、スイッチＨswに大きな逆バイア
スが印加される期間をできる限り小さくするという観点
からは、両タイミングはできるだけ近い方がよい。ま
た、データライン２２の電位の変動をより小さくすると
いう観点から、対向電極電圧の変動時にはデータライン
２２が電気的に浮いていないことが好ましい。よって、
データライン２２への変動緩和電圧ＶMの印加期間中に
対向電極電圧が変動することが好適である。
【００３０】次に、図５のタイミングチャートを参照し
て上記変動緩和電圧の印加タイミング及び対向電極信号
の反転タイミングの制御例を説明する。図５は、Ｈ帰線
期間付近において図２に示すＴ／Ｃ１６０が発生する表
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示パネルを制御するための各制御信号のタイミングチャ
ートの一例を示している。
【００３１】まず、Ｔ／Ｃ１６０では、Ｈカウンタを備
え、不図示のマスタクロックMCLKに基づいて作成される
図５（ｄ）のCKB１又はCKB2をカウントする。図５
（ａ）の水平同期信号が検出されると（ここではＬレベ
ル）Ｈカウンタはリセットされる。図５（ｂ）の水平ス
タートパルスSTH（XSTHはSTHの反転信号）は、上記Ｈカ
ウンタの１Ｈ毎に更新されるカウント値に基づいてパネ
ル２００のＨドライバ２２０に出力される。図５（ｃ）
は水平クロックCKH1（CKH2はCKH1の反転信号）であり、
Ｈドライバ２２０に出力され、Ｈドライバ２２０は、上
記水平スタートパルスSTHが供給されると、水平クロッ
クCKH1の立ち上がり（又は立ち下がり）毎に、データ出
力スイッチＨswに対し、データライン選択信号を出力す
る。さらに、図５（ｈ）は、１Ｈ毎に表示データ信号の
極性を反転させるための反転制御信号FRPであり、この
反転制御信号FRPに基づいて１水平走査期間中に各デー
タラインに供給される表示データ信号の極性が制御され
る。
【００３２】図５（ｉ）は、垂直スタートパルスSTV（X
STVはSTVの反転信号）であり、図示しない垂直同期信号
Ｖsynkに基づいて１垂直期間に１回Ｔ／Ｃ１６０からＶ
カウンタ２１０に出力される。図５（ｊ）に示す波形
は、垂直クロックCKV1（CKV2はCKV1の反転信号）であ
り、１Ｈに１回Ｈレベル（又はＬレベル）となる。
【００３３】また、図５（ｇ）は対向電極電圧の極性を
表示データ信号と同様１Ｈ毎に反転させるための対向電
圧反転制御信号COM-FRPである。
【００３４】Ｖドライバ２１０は、上記垂直スタートパ
ルスSTVが供給されると、この垂直クロックCKV1の立ち
上がり（又は立ち下がり）毎に順次対応する行のゲート
ライン１２に対しゲート信号（画素選択信号）を出力
し、このゲートライン１２に接続されている画素ＴＦＴ
１０がオン制御される。また、このときスイッチＨswが
オン制御されてビデオ入力ライン２４から表示データ信
号がデータライン２２に出力され、上記オン制御された
画素ＴＦＴ１０を介して画素電極に印加される。ここ
で、この画素電極と液晶を挟んで液晶容量Ｃlcを構成す
る対向電極は、上述のように１Ｈ毎にその電位が反転制
御されており、この時の対向電極電圧の電位と、上記表
示データ信号に応じた画素電極電位とによって、電極間
に位置する液晶の配向が制御される。
【００３５】表示期間中の動作は以上の通りである。こ
れに対し非表示期間（垂直帰線期間や水平帰線期間、こ
こでは水平帰線期間）中には、水平同期信号の出力から
Ｈカウンタによるマスタクロックのカウント値に基づい
て図５（ｅ）に示すようなイネーブル信号ENB（XENBはE
NBの反転信号）がＶドライバ２１０及びＨドライバ２２
０に出力される。そして、Ｖドライバ２１０は、このイ
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ネーブル信号ENBによって出力禁止が命じられている期
間は、ゲートライン１２へのゲート信号出力を停止し、
Ｈドライバ２２０は、スイッチＨswに対するデータライ
ン選択信号の出力を停止する。従って、このイネーブル
信号の出力期間中には、データライン２２には表示デー
タ信号は出力されず、かつゲートライン１２に対するゲ
ート選択信号も出力されない。
【００３６】イネーブル信号ENBは、例えば７．２μsec
の期間出力され、Ｔ／Ｃ１６０は、そのＨカウンタでの
カウンタ値に基づいてイネーブル信号ENBの出力開始か
ら所定期間（例えば２．７μsec）経過後に、緩和制御
信号MC（XMCはMCの反転信号）をＨドライバ２２０に出
力する。この制御信号MCは、例えば４．０μsecの期間
出力され、必ず、イネーブル信号ENBの出力期間の終了
前に終了する。Ｈドライバ２２０は、この緩和制御信号
MCが供給されると、図１に示すように、変動緩和電圧信
号ＶMの出力されているＶMライン２６と、各データライ
ン２２との間にそれぞれ設けられている全ての緩和電圧
出力スイッチＭswをオンさせる。これにより、非表示期
間において、いずれのゲートライン１２も選択されてお
らず、つまり、いずれの画素ＴＦＴ１０もオフされてい
る状況において、緩和電圧出力スイッチＭswがオンし、
各データライン２２にビデオセンタ電圧Ｖｃ（例えば
３．５Ｖ）に等しい緩和電圧ＶMが印加される。
【００３７】そして、本実施形態では、図５（ｇ）に示
す対向電圧反転制御信号COM-FRPは、上記イネーブル信
号ENBの出力開始後であって、上記緩和制御信号MCが出
力された後に、その極性が反転し、図２に示すスイッチ
１４０が切り替わり対向電極電圧の反転が実行される。
この反転の際、上述のように各データライン２２は、ス*
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*イッチＭswを介してＶMライン２６に接続されている。
従って、対向電極電圧が変動しても、データライン２２
の電圧が変動を受けにくく、また図４（ｃ）及び（ｆ）
にも示したように対向電圧変動時においてスイッチＨsw
にかかる逆バイアスが小さくなっている。
【００３８】
【発明の効果】以上説明したように、この発明において
は、対向電極の電圧を反転させて装置消費電力の低減が
可能となると共に、この対向電極電圧の変動時における
データラインの電圧の変動が低減されている。従って、
このデータラインを選択するためのスイッチなどに不要
な負荷がかかることを防止でき、列方向の表示欠陥など
が起こり難く、表示品質を維持でき、装置信頼性の向上
を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施形態に係る液晶表示装置の概略
構成を示す図である。
【図２】  図１の駆動ＩＣ１００の具体的な構成を示す
図である。
【図３】  対向電極電圧を変動させた場合の表示データ
の変動を説明する波形図である。
【図４】  水平スイッチＨswに印加される逆バイアスに
ついて説明する図である。
【図５】  水平帰線期間付近における各制御信号のタイ
ミングチャートであある。
【符号の説明】
１０  画素ＴＦＴ、１２  ゲートライン、２２  データ
ライン、２４  ビデオライン、２６  ＶMライン、２０
０  液晶表示パネル、１００  駆動ＩＣ、１６０  タイ
ミングコントローラ（Ｔ／Ｃ）。

【図１】
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